
江
別
市
か
わ
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会

江
別
市

資
料
２
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勉
強
会
の
実
施
状
況

１

N
o
.

開
催
日
時

概
要

第
1
回

日
時
：
令
和
3
年
1
月
1
9
日
（
火
）

1
8
:0
0
～
2
0
:0
0

場
所
：
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1
F

多
目
的
ホ
ー
ル

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
勉
強
会
に
つ
い
て

・
江
別
市
街
築
堤
の
整
備
に
つ
い
て

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
に
つ
い
て

・
意
見
交
換

第
2
回

日
時
：
令
和
3
年
3
月
2
3
日
（
火
）

1
8
:0
0
～
2
0
:0
0

場
所
：
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1
F

多
目
的
ホ
ー
ル

・
前
回
勉
強
会
の
振
り
返
り

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
先
行
事
例
の
紹
介

・
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

・
今
後
の
勉
強
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

※
当
初
予
定
し
て
い
た
第
3
回
勉
強
会
の
代
替
で
、
勉
強
会
参
加
希
望
者
に
対
す
る
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

※
上
記
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
は
別
に
、
若
年
層
や
女
性
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

第
3
回

日
時
：
令
和
3
年
9
月
2
8
日
（
火
）

1
8
:0
0
～
2
1
:0
0

場
所
：
Z
o
o
m
に
よ
る
W
e
b
開
催

・
勉
強
会
の
位
置
づ
け
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
前
回
勉
強
会
及
び
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
振
り
返
り

・
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

・
ハ
ー
ド
整
備
の
実
施
区
分
に
つ
い
て

第
4
回

日
時
：
令
和
3
年
1
0
月
1
8
日
（
月
）

1
8
:0
0
～
2
1
:0
0

場
所
：
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1
F

多
目
的
ホ
ー
ル

・
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
前
回
勉
強
会
の
振
り
返
り

・
ハ
ー
ド
整
備
内
容
（
案
）
及
び
ソ
フ
ト
施
策
内
容
（
案
）

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
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勉
強
会
の
実
施
状
況

２

N
o
.

開
催
日
時

概
要

第
5
回

日
時
：
令
和
3
年
1
1
月
1
6
日
（
火
）

1
8
:0
0
～
2
0
:3
0

場
所
：
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1
F

多
目
的
ホ
ー
ル

・
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
千
歳
川
や
旧
岡
田
邸
母
屋
に
関
す
る
取
組
状
況

・
ハ
ー
ド
整
備
内
容
（
案
）
、
河
川
占
用
の
概
要

・
前
回
勉
強
会
の
振
り
返
り

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

第
6
回

日
時
：
令
和
3
年
1
2
月
2
1
日
（
火
）

1
8
:0
0
～
2
0
:3
0

場
所
：
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1
F

多
目
的
ホ
ー
ル

・
勉
強
会
・
支
援
制
度
へ
の
申
請
ま
で
の
流
れ

・
前
回
勉
強
会
の
議
事
内
容
等

・
千
歳
川
の
堤
防
に
つ
い
て

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
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第
５
回
勉
強
会
の
議
事
内
容
等

３

第
5

回
江

別
市

か
わ

ま
ち

づ
く

り
勉

強
会

日
時

：
令

和
3

年
1

1
月

1
6

日
（

火
）

1
8

:0
0

～
2

0
:3

0
場

所
：

江
別

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
1

F
多

目
的

ホ
ー

ル

1
. 
議

題 ・
今

後
の

進
め

方
に

つ
い

て
・

千
歳

川
や

旧
岡

田
邸

母
屋

に
関

す
る

取
組

状
況

・
ハ

ー
ド

整
備

内
容

（
案

）
、

河
川

占
用

の
概

要
・

前
回

勉
強

会
の

振
り

返
り

2
. 
か

わ
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
①

か
わ

ま
ち

づ
く

り
に

つ
い

て
・

誰
が

ど
ん

な
暮

ら
し

を
し

て
い

る
か

？
・

広
域

で
見

た
時

の
条

丁
目

地
区

の
役

割
は

？
周

辺
地

区
と

の
連

携
は

？
②

事
業

ス
キ

ー
ム

に
つ

い
て

・
事

業
計

画
（

外
輪

船
・

母
屋

・
隣

接
施

設
・

河
川

の
4

（
非

収
益

「
誰

が
や

る
？

」
収

益
「

何
が

相
応

し
い

？
」

）
・

空
間

配
置

（
4

空
間

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
関

係
性

）
・

運
営

者
（

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

）
（

4
空

間
の

一
体

管
理

、
観

光
協

会
と

は
？

協
議

会
の

そ
の

後
）
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第
５
回
勉
強
会
で
の
主
な
意
見

４

＜
か
わ
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
＞

・
江
別
ら
し
い
場
所
で
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
新
し
い
人
が
少
し
ず
つ
来
て
く
れ
る
よ

う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

・
ま
ち
の
歴
史
の
文
脈
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

・
江
別
に
戻
っ
て
き
た
い
子
育
て
世
代
が
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
仕
組
み
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
地
域
の
中
で
見
守
っ
て
い
く
こ
と
や
声
を
か
け
て
関
係
性
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
繋
が
っ
た
り
、
地
域
の
人
間
関
係
を
よ
り
濃
密
に
し
て
い
く
と
思
う
。

・
大
学
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
対
し
て
消
費
的
で
は
な
い
関
わ
り
方
も
考
え
ら
れ
る
。

＜
事
業
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
＞

・
子
育
て
世
代
や
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
来
て
、
空
気
感
の
あ
る
ま
ち
で
時
間
を
過
ご
す
と

い
う
の
は
と
て
も
良
く
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
も
あ
り
え
る
。

・
地
域
の
人
達
の
気
持
ち
が
一
体
と
な
っ
て
繋
が
る
よ
う
に
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
J
R
江

別
駅
前
の
三
角
公
園
か
ら
江
別
市
街
築
堤
ま
で
実
施
し
た
い
。

・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
他
の
地
域
と
の
繋
が
り
が
出
て
く
る
と
思
う
。

・
条
丁
目
地
区
内
の
道
路
を
レ
ン
ガ
色
に
着
色
し
た
り
、
川
沿
い
の
同
じ
種
類
の
並
木
道
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
い
っ
た
、
人
が
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

・
江
別
の
地
域
と
し
て
の
広
が
り
や
歴
史
的
・
時
間
的
な
関
連
性
が
見
え
る
よ
う
な
も
の
が

で
き
な
い
か
。
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第
６
回
勉
強
会
の
議
事
内
容
等

５

第
6

回
江

別
市

か
わ

ま
ち

づ
く

り
勉

強
会

日
時

：
令

和
3

年
1

2
月

2
1

日
（

火
）

1
8

:0
0

～
2

0
:3

0
場

所
：

江
別

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
1

F
多

目
的

ホ
ー

ル

1
. 
議

題 ・
勉

強
会

・
支

援
制

度
へ

の
申

請
ま

で
の

流
れ

に
つ

い
て

・
前

回
勉

強
会

の
議

事
内

容
等

・
千

歳
川

の
堤

防
に

つ
い

て
・

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
に

つ
い

て
2

. 
か

わ
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
①

か
わ

ま
ち

づ
く

り
で

「
こ

ん
な

こ
と

が
で

き
そ

う
だ

」
②

か
わ

ま
ち

づ
く

り
で

「
あ

な
た

な
ら

何
が

で
き

る
か

？
誰

が
で

き
る

か
？

」
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第
６
回
勉
強
会
で
の
主
な
意
見

６

＜
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
＞

・
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
歴
史
を
感
じ
る
空
間
を
作
り
た
い
。

・
堤
防
に
ベ
ン
チ
が
あ
っ
て
、
人
が
集
ま
っ
て
川
を
眺
め
な
が
ら
賑
わ
い
た
い
。

・
堤
防
の
エ
リ
ア
を
使
っ
て
、
フ
リ
ー
の
黒
板
を
作
り
た
い
。

・
駐
車
場
や
ト
イ
レ
が
欲
し
い
。

・
水
際
に
子
ど
も
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
侵
入
防
止
柵
が
必
要
で
あ
る
。

・
外
輪
船
の
石
畳
の
小
道
を
活
か
し
て
、
そ
の
ま
ま
堤
防
に
上
が
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
地
元
の
人
で
も
気
軽
に
散
歩
で
き
る
よ
う
な
コ
ー
ス
が
欲
し
い
。

・
桜
並
木
で
は
な
く
、
桜
が
密
集
し
た
エ
リ
ア
を
点
在
さ
せ
る
の
は
ど
う
か
。

・
雪
か
き
を
し
な
が
ら
雪
で
ベ
ン
チ
を
作
れ
な
い
か
。

・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
定
期
的
に
で
き
る
と
よ
い
。

・
河
岸
公
園
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
後
で
き
る
幼
稚
園
の
近
く
に
レ
ン
ガ
の
壁
を
作

っ
て
、
そ
こ
で
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
と
よ
い
。

・
川
の
水
族
館
が
で
き
な
い
か
。

・
街
全
体
が
学
び
の
博
物
館
に
な
っ
た
ら
面
白
い
。

＜
あ
な
た
な
ら
何
が
で
き
る
か
？
誰
が
で
き
る
か
？
＞

・
郷
土
資
料
館
の
分
館
的
な
位
置
づ
け
で
、
江
別
市
が
旧
岡
田
倉
庫
を
管
理
す
る
の
が
よ
い
。

・
公
的
な
組
織
が
施
設
の
維
持
管
理
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
の
が
よ
い
。

・
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
既
に
活
動
さ
れ
て
い
る
人
や
条
丁
目
地
区
で
活
動
し
た
い
人
を
そ
の
都
度
募

る
こ
と
で
も
構
わ
な
い
と
思
う
。
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水
辺
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
方
針
（
案
）

７

＜
か
わ
ま
ち
計
画
書
で
の
整
理
内
容
＞

●
都
市
計
画
や
公
園
計
画
等
、
市
町
村
の
既
存
地
域
計
画
の
中
で
の
河
川
の
位
置
づ
け

●
沿
川
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
の
河
川
の
位
置
づ
け

●
水
辺
の
利
活
用
に
対
す
る
市
町
村
や
民
間
事
業
者
と
し
て
の
考
え
方
等

【
目
標
】

地
域
に
愛
さ
れ
、
観
光
客
等
の
外
部
の
人
間
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
「
か
わ
ま
ち
」

（
水
辺
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
人
の
流
れ
や
河
川
空
間
の
賑
わ
い
の
創
出
）

舟
運
で
栄
え
た
歴
史
性
を
活
か
し
た
新
た
な
“
条
丁
目
ス
タ
イ
ル
”

＜
誰
の
た
め
に
＞

＜
ど
こ
で
＞

＜
何
を
す
る
＞

＋
＋

・
条
丁
目
地
区
の
住
民

・
子
育
て
世
代

・
条
丁
目
地
区
を
愛
す
る
人

・
観
光
客

・
水
辺
空
間

・
外
輪
船
及
び
母
屋

・
条
丁
目
地
区

・
周
辺
地
域

・
水
辺
の
利
活
用

・
歴
史
的
建
造
物
の
活
用

・
周
辺
地
域
と
の
連
携

・
歴
史
文
化
の
発
信
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整
備
・
利
活
用
の
全
体
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

８

高
水
敷
整
正

街
灯
・
照
明

公
園
・
広
場

ア
ク
セ
ス
通
路

側
帯

植
樹

側
帯

親
水
護
岸

河
川
管
理
用
通
路

拠
点
整
備

※
赤
地
は
河
川
管
理
者
、
白
地
は
自
治
体
・
推
進
主
体
の
整
備
区
分

多
目
的
広
場
（
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
プ
場
）
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ハ
ー
ド
整
備
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

９

千
歳
川
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ハ
ー
ド
整
備
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

１
０ ＜
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
で
の
整
理
内
容
＞

●
ハ
ー
ド
施
策
の
整
備
範
囲
、
整
備
内
容
（
整
備
箇
所
、
整
備
概
要
（
施
設
、
平
面
・
横
断
図
）

、
整
備
イ
メ
ー
ジ
）

●
整
備
の
必
要
性
、
有
効
性
、
整
備
の
実
現
方
策
、
推
進
体
制
、
施
設
利
用
・
維
持
管
理
体
制
等

【
目
標
】

水
辺
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
人
の
流
れ
や
河
川
空
間
の
賑
わ
い
の
創
出

（
日
常
的
な
水
辺
利
用
）

①
千
歳
川
の
水
辺
整
備
【
河
川
管
理
者
】

（
河
川
管
理
用
通
路
、
高
水
敷
整
正
、
側
帯
、
親
水
護
岸
、
ア
ク
セ
ス
通
路
）

②
旧
岡
田
倉
庫
の
基
盤
整
備
【
自
治
体
・
推
進
主
体
】

③
条
丁
目
地
区
の
施
設
整
備
【
自
治
体
・
推
進
主
体
】

（
植
樹
、
公
園
・
広
場
、
街
灯
・
照
明
、
拠
点
施
設
整
備
、
船
着
場
）

④
周
遊
コ
ー
ス
・
市
内
看
板
等
の
整
備
【
自
治
体
・
推
進
主
体
】
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ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

１
１ ＜
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
で
の
整
理
内
容
＞

●
ソ
フ
ト
施
策
の
実
施
範
囲
、
概
要

【
目
標
】

地
域
に
愛
さ
れ
、
観
光
客
等
の
外
部
の
人
間
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
「
か
わ
ま
ち
」

（
「
川
の
あ
る
生
活
」
を
取
り
戻
す
）

①
水
辺
を
周
遊
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定

②
千
歳
川
の
水
辺
空
間
を
活
用
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

③
冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
プ
ラ
ン
の
設
定

④
市
民
の
生
活
目
線
に
立
っ
た
拠
点
利
用
プ
ラ
ン
の
設
定
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連携

推
進
・

維
持
管

理
体
制

（
案
）

江
別

市
か

わ
ま
ち

づ
く

り
協

議
会

か
わ
ま
ち

づ
く
り

管
理

運
営
組

織

河
川

管
理

者

そ
の
他

協
⼒
者

地
元
企

業

外
部
企

業

江
別

市

条
丁
目
地
区
や
社
会
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
持
っ
て

共
に
活
動
す
る
仲
間
・
団
体
（
実
働
組
織
）

連携

連携 連携

許認可・支援

大
学
機

関

連携

エ
リ

ア
全
体

の
構
想
、

外
輪
船

等
の
運
営

管
理

公
的
組
織

⺠
間
団
体

事
務
局

河
川
区
域

都
市
区
域 外
輪

船
・
⺟

屋
隣

接
施
設

活動フィールド

教
育

・
文
化

・
観
光
事

業
（
収

益
・
非
収

益
）

※
河
川
区

域
内

で
事

業
を

実
施
す
る
場
合

は
占
用

許
可
が

必
要

と
な
る

場
合

が
あ

る

他

１
２

１
２

１
２

１
２
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